
  

 

 

 

 

 

ニュースレター第 19号をお届けいたします。今号は樋野先生のお言葉と、責任者の大嶋先生のお言葉です。 

今年も 7月は厳しい暑さですが、7月 13・14日と京都でがん哲学外来コーディネーター養成講座、がん哲学外来市民

学会が開催されました。そしてそれに続きまして、20日にお茶の水がん哲学外来・メディカルカフェ in OCCの 12周年

記念の会を開催させていただきました。音楽ゲストのエイジアさんの魂にしみこむ歌とお話し、樋野先生の講演、樋野先

生と大嶋先生の漫談のような対談がありました。お暑い中、たくさんの方が足を運んでくださり、心から感謝申し上げま

す。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OCCメディカル・カフェ ニュースレター 『賢明な寛容:the wise patience』 第１9号  

                      2024年 7月  発行『お茶の水メデイカル・カフェ in OCC』 

 

訪れる人を 温かく迎い入れる 〜 喜んで大きな愛を込める 〜 
 

樋野興夫（順天堂大学名誉教授、新渡戸稲造記念センター長、恵泉女学園理事長） 

 

       

 

2024 年 7 月 20 日、2012 年からスタートされた『お茶の水メデイカル・カフェ in 

OCC（お茶の水クリスチャン・センター）』に赴いた。 

 

『お茶の水メディカル・カフェ』は、東日本大震災の 2011年に創設準備がなされ、

2012年に当時 OCC副理事長であった今は亡き榊原寛先生(79歳で 2020年 12月 24日ご

逝去された)が始められた。 私は、『順天堂大学医学部 病理・腫瘍学教授』時代の 2012

年 5月 26日に第１回『お茶の水メディカル・カフェ』に出席した。 

  

『お茶の水メデイカル・カフェ in OCC』は、今年(2024年)は、12周年記念で、『OCC

カフェ 12周年記念誌』が制作された。 大いに感動した。 

 

『訪れる人を 温かく迎い入れる＝喜んで大きな愛を込める』が、『お茶の水メデイ

カル・カフェの原点』であろう！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

メディカルカフェ御茶ノ水は 12周年を迎え、特別ゲストにエイジアさんをお招きしました。 

エイジアさんはゴルペルシンガーであり、シンガーソングライターの小坂忠さんを父に持ち、教会音

楽、ゴスペルの強い影響を受け、ゴスペル、R&B シンガーとして活躍している方です。この方にぜひ

メディカルカフェで歌ってほしいと願った理由は、父親を癌で亡くし、また数年前に 14 歳だった次

女 Skye ちゃんを、NUT癌で亡くしました。そして現在は 14歳の次女 Skyeの名前でNPOを立

ち上げ、NUT癌患者と小児癌と闘う家族の支援活動も行っている方です。 

歌の合間には娘 Skye ちゃんを送った時の話をしてくださいました。歌の途中からは涙の音が会

場に聞こえてきて、ミニコンサートが終わった後には、同じように我が子を癌で亡くした方々が涙な

がらに話しかけられていました。同じ悲しみを経験した者だからこそ、わかりあえるメディカルカフェ

だからこそ出来る慰めの時であったと思います。 

コンサートの後は樋野先生の講演があり、さらに樋野先生と私との対談がありました。樋野先生の

煙に巻くような発言と、そこをツッコむ私の発言に会場は爆笑で包まれました。涙と笑い。これこそ

樋野先生の大切にされている「ほっとけ。気にするな。」の時間だったように思います。これからもメ

ディカルカフェ御茶ノ水が続けられていきますように。 

 

                               OCC副理事長/ 

お茶の水メディカルカフェ in OCC 代表 大嶋重徳 

 

 


